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今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
　
三
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　
十
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
十
月
三
十
一
日
ま
で

防
災
計
画
で
き
る

長
門
市
防
災
会
議
初
会
合

ま
ず
災
害
応
急
対
策
を
検
討

「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
最
近
で
は
、
島
根
県
の
集
中
豪
雨
な
ど
、
忘
れ
な
い

う
ら
に
災
害
が
お
こ
る
。
山
口
県
下
で
は
、
こ
こ
数
年
来

大
災
害
は
お
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
万
一
の
場
合
に
そ
な

え
て
、
こ
の
た
び
長
門
市
防
災
会
議
の
初
会
合
が
さ
る
十

月
六
日
市
役
所
会
議
室
で
市
内
関
係
官
公
庁
団
体
な
ど
の

代
表
者
十
八
名
が
あ
っ
ま
り
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
で
き
た
、
防
災
計
画

は
、
災
害
基
本
法
に
も
と
づ
い
て

長
門
市
内
に
災
害
が
お
こ
づ
た
場

合
り
応
急
刈
策
を
具
体
的
に
と
り

き
め
た
も
の
。

こ
の
計
画
書
の
内
容
は
、
一
四

五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
自
然
条
件

や
情
報
通
信
計
画
、
自
衛
隊
災
害

派
遣
要
請
計
画
、
水
防
計
画
な
ど

が
お
り
こ
ま
れ
、
災
害
に
対
す
る

万
全
り
態
勢
か
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。長

門
市
防
災
会
議
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
次
の
と
お
り
。

長
門
市
防
災
会
議
議
長

長
門
市
長
　
斎
木
正
熊

委
　
員

仙
崎
海
上
保
安
師
長
　
阿
武
三
郎

九
州
海
運
局
下
関
支
局
仙
崎
出
張

所
長
　
田
中
　
勲

農
林
省
山
口
食
種
事
務
所
大
津
支

所
長
　
森
田
又
治

長
門
土
木
事
務
所
長
　
泉
本
正
人

大
津
教
育
事
務
所
長
　
伊
藤
忠
夫

長
門
保
健
所
長
　
小
川
　
博

長
門
警
察
署
長
　
吉
村
　
倫

長
門
市
助
役
　
北
村
　
尚

長
門
市
教
育
長
　
伊
達
英
治

長
門
市
消
防
長
　
吉
田
政
治

長
門
市
消
防
団
長
　
原
田
与
之
一

長
門
市
駅
長
　
岡
村
喜
佐
雄

長
門
保
線
区
長
　
藤
本
　
猛

長
門
電
報
電
話
局
長
　
植
村
嘉
次

郎

長
門
機
関
区
長
　
大
野
　
醇

中
国
電
力
長
門
営
業
所
長
　
坂
本

勇
次

山
陽
電
軌
長
門
営
業
所
長
　
中
金

資
治

防
長
交
通
仙
崎
営
業
所
長
　
　
辻
岡

辰
彦

日
本
通
運
下
関
支
店
長
門
市
営
業

所
長
　
時
山
増
一

赤
い
羽
根「
共
同

募
金
」目
標
額

約
六
〇
万
四
千
円

こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤

い
羽
根
で
、
お
な
じ
み
の
共
同
募

金
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
め
ぐ
ま
れ
な
い

人
た
ち
へ
愛
の
手
だ
す
け
を
す
る

も
の
で
、
今
年
度
、
市
内
の
割
当

額
が
き
ま
り
、
み
な
さ
ん
方
か
ら

あ
た
だ
か
い
ご
協
力
を
市
福
祉
協

議
会
で
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
割
当
額
は

通
　
　
　
　
六
七
、
七
六
〇
円

仙
崎
　
　
二
〇
六
、
七
〇
〇
円

深
川
　
　
二
七
〇
、
四
三
〇
円

俵
山
　
　
　
五
八
、
九
一
〇
円

合
計
　
六
〇
三
、
八
〇
〇
円

善
意
銀
行
予
托
者

九
月
分

（
現
金
口
座
）
　
　
　
、

山
下
正
一
、
森
俊
江
、
村
田
俊
吉

坂
倉
良
昌
、
中
村
寿
男
、
尾
野
重

雄
、
藤
津
幾
治
、
安
藤
正
治
、
山

根
五
郎
、
客
本
薫
、
荒
川
惣
一
、

田
中
光
博
、
岡
本
ヒ
デ
子
、
Ｍ
Ｋ

生
、
Ｆ
江
、
Ｓ
子

（
物
品
口
座
）

水
津
百
合
男
、
杉
本
彦
一
、
大
井

市
蔵中

、四
国
民
俗
芸
能
大
会
へ

赤
崎
楽
踊
り
が
県
代
表

さ
る
十
月
一

日
か
り
、
山
口

県
芸
術
祭
が
二

ヵ
月
間
ひ
ら
か

れ
。
そ
の
ト
ッ

プ
を
さ
っ
て
、

中
国
、
四
国
民

俗
芸
能
大
会
が

十
月
一
日
山
口

市
の
県
立
体
育

館
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
民
俗
芸

能
大
会
は
。
中

国
、
四
国
の
各

県
か
ら
一
チ
ー

ム
あ
わ
せ
て
九

チ
ー
ム
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ

熱
演
し
ま
し
た

山
口
県
代
表

と
な
っ
た
、
赤
崎
神
社
の
楽
踊
り

は
、
各
県
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
出

場
会
場
を
埋
め
た
観
客
の
刀
う
サ

イ
を
あ
び
た
。

な
お
、
大
会
に
出
場
し
た
楽
踊

り
は
、
解
説
者
の
田
中
欣
一
さ
ん

を
は
じ
め
三
〇
人
が
出
場
。

（
写
真
は
、
民
俗
芸
能
大
会
に
出

場
し
た
楽
踊
り
、
山
口
市
県
立
体

育
館
で
写
す
。
）

補
充
選
挙
人
名
簿
の
申
出
は

該
当
の
つ
ど
受
付
け
る

公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正

公
職
選
挙
法
が
、
こ
の
た
び
改

正
ふ
八
、
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登

録
申
出
は
日
本
国
民
で
転
人
や
満

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
い

つ

で

も

申

出

す

れ

ば

受

付

け

ま

す

改

正

前

ま

で

は

、

基

本

選

挙

人

名

簿

の

登

録

申

請

（

毎

年

九

月

十

五
日
現
在
で
つ
く
る
）
で
登
録
さ

れ

な

か

っ

た

人

は

、

選

挙

の

た

び

に

補

充

選

挙

人

名

簿

の

登

録

申

請

を

し

て

い

た

だ

い

て

は

じ

め

て

、

選

挙

権

が

あ

っ

た

の

を

、

こ

の

改

正

で

は

日

本

国

民

で

転

入

、

満

二

十

歳

に

達

し

た

と

き

な

ど

常

時

補

充

逸

挙

人

名

の

登

録

申

出

を

受

付

け

、

選

挙

の

と

き

に

は

、

そ

の

申

出

に

よ

っ

て

、

住

所

要

件

な

ど

を

審
査
し
、
名
簿
に
登
載
し
よ
う
と

す
る
も
の
、
。

こ
の
申
出
書
の
用
紙
は
、
市
役

所
市
民
課
の
窓
口
（
一
階
）
や
各

支
所
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
転
入
手

続
き
を
す
ゐ
七
き
に
、
あ
わ
せ
て

申
出
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

中
小
企
業
に

退
職
金
制
度
を

3
0年
勤
続
で

二
三
〇
万
円

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に

つ
い
て
の
お
間
合
せ
は

県
労
政
課
（
電
話
山
ロ
ニ
ー
三

一
一
一
）
か
、
労
政
事
務
所
萩
駐

在
員
（
電
話
萩
五
九
二
）
ま
た
は

お
近
く
の
商
工
会
議
所
、
金
融
機

関
へ
。

建
設
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ

の
ほ
か
県
建
設
業
協
会
（
電
話
山

ロ
ニ
ー
ハ
五
七
）
か
、
同
協
会
長

門
支
部
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ヤ
ミ
酒
は

つ
ぐ
つ
て
も
、
飲
ん

で
も
罰
せ
ら
れ
る

ヤ
ミ
酒
は
、
身
体
に
害
を
あ
た

え
ゐ
悪
い
成
分
を
多
量
に
含
ん
で

お
り
、
ま
た
不
潔
な
場
所
で
つ
く

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
飲
め
ば
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
、
か
ら
だ
を

こ
わ
し
一
家
の
た
い
せ
つ
な
働
き

手
を
う
ば
う
ぱ
か
り
で
な
く
、
国

の
財
政
を
も
危
く
し
ま
ず
。

ヤ
ミ
酒
は
、
つ
く
っ
た
者
は
も

ち
ろ
ん
、
買
っ
て
も
、
貰
っ
て
も

飲
ん
で
も
、
持
っ
て
い
て
も
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

ヤ
ミ
酒
を
ゼ
ツ
タ
イ
に
っ
く
ら

な
い
よ
う
に
、
飲
ま
な
い
よ
う
に

そ
し
て
明
る
い
家
庭
と
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

み
ん
な
参
加
し
よ
う

1
3回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

1
1
月
８
日
秋
吉
台

ハ
イ
キ
ン
グ
の
季
節
が
や
つ
て

き
ま
し
た
が
、
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

も
こ
と
し
で
十
三
回
、
年
々
参
加

者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

十
三
回
目
の
、
ご
と
し
の
市
民

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
次
の
よ
う
に
き

ま
り
ま
し
た
。

（
と
　
き
）

1
1月
８
日
（
日
曜
日
）
小
雨

決
行
、
朝
八
時
三
〇
分
仙
崎

駅
前
発
、
夕
方
五
時
帰
着
。

（
と
こ
ろ
）

秋
吉
台
（
黒
谷
支
洞
）

（
会
　
費
）

大
人
　
二
五
〇
円
・

小
人
（
小
学
生
以
下
）

一
五
〇
円
　

た
だ
し
、
黒
谷
支
洞
の
入
洞
料

（
一
七
〇
円
）
は
含
ま
な
い
。

（
集
合
場
所
）

仙
崎
駅
前
　
　
　
８
時
3
0分

長
門
市
駅
前
　
　
８
時
4
0分

市
役
所
前
　
　
　
８
時
4
5分

・
集
合
時
間
厳
守

（
携
行
品
）

昼
食
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨

具
、
そ
の
他

（
申
込
み
）

1
0
月
3
1
日
ま
で
に
、
会
費
を

そ
え
て
、
長
門
市
教
育
委
員
会

社
会
体
育
係
あ
て
。
貸
切
り
バ

ス
の
都
合
上
　
会
費
を
そ
え
て

申
込
ま
れ
た
人
か
ら
先
着
順
に

よ
る
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
教

育
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
の
こ
と

働
ら
く
年
少
者
を

す
こ
や
か
に

労
働
者
で
は
、
十
一
月
一
日
か

ら
十
日
ま
で
、
第
十
八
回
働
ら
く

年
少
者
の
保
護
運
動
を
行
な
い
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
次
の
世
代
を
に

な
う
年
少
者
が
、
働
ら
く
生
活
の

中
で
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に

育
っ
て
、
す
ぐ
れ
た
産
業
人
、
社

会
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
、
使

用
者
を
は
じ
め
社
会
一
般
の
理
解

と
協
力
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

働
ら
く
年
少
者
を
も
っ
事
業
主

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
一
般
の
方
々

が
、
職
業
の
も
つ
社
会
的
役
割
や

重
要
性
に
つ
い
て
年
少
者
自
身
の

自
覚
を
高
め
る
よ
う
ま
た
働
ら
く

年
少
者
各
自
の
も
つ
資
質
が
伸
ば

さ
れ
る
機
会
を
与
え
る
よ
う
に
つ

と
め
、
年
少
者
の
職
業
の
安
定
と

地
位
の
向
上
を
は
か
つ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

こ
と
し
の
運
動
の
重
点
と
し

て
は
、

①
　
職
業
の
も
つ
役
割
、
重
要
性

に
つ
い
て
自
覚
と
理
解
を
深
め

②
　
職
場
内
外
で
の
教
育
訓
練
の

機
会
を
多
く
す
る
。

③
　
年
少
者
に
配
慮
あ
る
労
務
管

理
を
充
実
す
る
、

以
上
の
三
つ
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
働
ら
く
年
少
者
の
伸
び
よ

う
と
す
る
芽
を
す
く
す
く
と
育
て

る
よ
う
、
み
ん
な
の
協
力
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

人
事
異
動

十
月
一
日
付

（
　
）
内
旧
任

税
務
課
市
民
税
係
　
田
村
康
秀
（

税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

税
務
課
徴
収
係
　
本
田
忠
男
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
）

福
祉
事
務
所
社
会
係
　
泉
勇
治
（

税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

福
祉
事
務
所
援
護
係
　
綿
谷
博
子

（
福
祉
事
務
所
庶
務
係
）

監
査
委
員
事
務
局
　
進
藤
信
行
（

税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

市
民
課
衛
生
係
　
竹
内
里
弘
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
）

復
職
　
長
寿
園
　
未
永
美
世
子
（

休
職
　
保
母
）

中
央
公
民
館
　
吉
田
邦
雄
（
税
務

課
固
定
資
産
税
係
）
．

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
体

育
係
　
村
山
卓
己
（
新
採
用
）

企
業
課
会
計
係
　
岩
崎
肇
（
新
採

用
）親

の
反
省
五
十
則

・
　

あ
な
た
は
、
夫
婦
間
が

し
っ
く
り
し
な
い
た
め
、
お

互
い
の
不
満
を
子
ど
も
に
よ

っ
て
み
た
そ
う
と
し
て
、
あ

る
子
ど
も
だ
け
可
愛
い
が
っ

た
り
、
つ
ら
く
当
っ
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

・
　

あ
な
た
は
、
子
ど
も
と

継
母
の
関
係
に
あ
る
た
め
、

世
聞
て
い
や
親
の
責
任
を
強

く
感
じ
過
ぎ
て
、
子
ど
も
を

そ
こ
ね
て
い
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。・

し
あ
わ
せ
は

く
ら
し
の
智
恵

か
ら
貯
蓄
か
ら

十
月
十
七
日
は
貯
蓄
の
日
。

山
口
県
で
は
、
こ
の
日
を
中
心
に

十
月
い
つ
ば
い
を
「
秋
の
貯
蓄
増

強
連
動
月
間
」
と
き
め
て
貯
蓄
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

病
気
や
不
時
の
災
害
、
お
子
さ

ん
の
教
育
費
、
結
婚
資
金
な
ど
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
貯
蓄
す
る
こ
こ

ろ
が
け
が
必
要
で
す
。
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派
米
農
業
労
務
者

北
村
・
河
辺
く
ん
帰
え
る

昭
和
三
六
年
九
月
一

日
に
日
本
を
出
発
し

た
、
派
米
農
業
労
務

者
の
中
に
、
長
門
市

出
身
の
北
村
栄
次
（

2
5歳
）
く
ん
と
河
辺

武
司
（
2
5
歳
）
く
ん

の
二
名
が
は
い
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
と

し
の
九
月
に
雇
用
期

間
（
三
年
）
が
き
れ

こ
の
ほ
ど
長
門
市
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

両
く
ん
は
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ヤ
洲
オ
レ
ン
ヂ
カ

ウ
ン
で
、
お
も
に
洋

野
菜
の
裁
培
に
従
事

し
た
。

両
く
ん
の
話
し
に

よ
る
と
、

「
ア
メ
リ
カ
で
の
待
遇
は
、
時
間

制
に
よ
り
給
料
が
支
払
わ
れ
、
一

時
間
当
り
約
一
ド
ル
、
一
日
八
ー

九
時
間
働
き
約
三
千
円
く
ら
い
に

な
る
。
十
人
く
ら
い
が
合
宿
を
し

、
自
す
い
を
し
な
が
ら
毎
日
農
場

が
よ
い
。
日
本
の
農
業
と
は
比
較

で
き
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
経
営
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
三
年
間
働
い

て
得
た
も
の
で
、
日
本
で
役
に
立

つ
も
の
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
運

転
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
」
。
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ

て
き
た
北
村
く
ん
（
左
）
と
河
辺

く
ん
）

ド
ロ
ボ
ー
は

あ
な
た
の
家
を

ね
ら
づ
て
る

秋
は
農
繁
期
と
行
楽
シ
ー
ズ
ン

で
、
家
を
る
す
に
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
こ
れ
を
ね
ら
っ
て
毎
年

コ
ソ
ド
ロ
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
コ
ソ
ド
ロ
防
虍
の
ひ
け

っ
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
ド
ロ

ポ
ー
に
入
っ
て
っ
か
ま
っ
た
人
に

聞
い
て
み
る
と

・
家
の
ま
わ
り
が
き
た
な
く
、
中

の
だ
ら
し
な
さ
が
一
目
で
わ
か

る
家

・
外
か
ら
戸
締
り
し
て
あ
っ
て
、

る
す
だ
と
す
ぐ
わ
か
る
家
。

・
宥
の
口
か
ら
電
灯
が
消
え
て
い

る
家
。

・
女
と
子
ど
も
ば
か
り
の
家
。

・
一
家
そ
ろ
っ
て
外
出
し
た
と
こ

ろ
を
犯
人
に
み
ら
れ
た
家
。

な
ど
で
す
。

つ
ま
り
、
家
を
み
た
だ
け
で
ド

ロ
ボ
ー
に
盗
み
の
心
を
起
さ
せ
る

よ
う
に
し
む
け
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
で
は
い
け
ま

せ
ん
。

ド
ロ
ボ
ー
の
手
口
を
調
べ
て
み

て
も
、
戸
締
り
な
し
で
や
ら
れ
た

も
の
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
な
ど
が

案
外
多
く
、
表
口
か
ら
堂
々
と
入

っ
た
も
の
も
ず
い
分
多
い
の
で
す

ド
ロ
ボ
ー
が
何
も
細
工
し
な
い
で

安
心
し
て
盗
み
を
働
け
る
家
が
な

ん
と
多
い
こ
と
か
と
い
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
お
宅
で
は
、
そ
の
対

策
は
た
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
ず
戸

締
り
を
完
全
に
し
、
ド
ロ
ボ
ー
に

ね
ら
わ
れ
な
い
家
に
す
る
こ
と
が

コ
ソ
ド
ロ
予
防
の
第
一
条
件
で
す

水
道
工
事
は「
指
定
店
」

に
た
の
み
ま
し
よ
う

長
門
市
の
上
水
道
工
事
は
、
市

か
指
定
工
事
店
以
外
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
上
水
道
の
新
設
、
増
設
、
改

造
、
修
理
な
ど
を
す
る
と
き
は
、

市
か
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

長
門
市
水
道
工

事
指
定
工
事
店

三
洋
商
事
有
限
会
社
（
電
話
六
二

〇
二
　
深
川
）

有
限
会
社
小
田
商
店
（
電
話
七
九

五
　
仙
崎
）

坂
村
金
物
店
（
電
話
四
三
　
仙
崎

）

天
満
金
物
店
（
電
話
二
二
四
　
仙

崎
）

植
中
電
気
工
業
株
式
会
社
（
電
話

五
ニ
一
　
深
川
）

長
門
市
水
道
工
事

責
任
技
術
者
認

定
試
験
合
格
者

鬼
村
清
、
稲
原
庄
平
、
畠
中
甚
五

郎
、
大
谷
孝
一
、
坂
村
豊
、
植
中

俊
成
、
小
田
浩
二
、
中
野
忠
夫

技
能
者
認
定

試
験
合
格
者

坂
村
豊
、
宮
本
敏
男
、
藤
津
庄
作

鬼
村
清
、
松
村
勝
利
、
稲
原
庄
平

広
田
弘
毅
、
藤
本
賢
二
、
大
谷
孝

一
、
森
永
信
介
、
高
橋
俊
一
、
森

永
勝
正
、
小
田
千
代
一
、
植
中
俊

成
、
森
永
隆
幸
、
林
昭
夫
、
小
泉

清
、
中
野
忠
夫
、
稲
原
善
作
、
小

田
浩
二

行
政
書
士
試
験

（
と
き
）

昭
和
3
9年
1
1月
８
日
午
前
1
0時

（
受
験
資
格
）

１
高
校
卒
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
の
あ
る
方
。

２
国
ま
た
は
地
万
公
共
団
体
の

公
務
員
と
し
て
行
政
事
務
を

三
年
以
上
担
当
し
た
方
。

３
行
政
書
士
の
事
務
補
助
者
と

し
て
三
年
以
上
に
な
る
方
。

４
公
団
、
協
同
組
合
、
商
工
会

議
所
な
ど
で
行
政
事
務
に
準

ず
る
事
務
を
三
年
以
上
し
た

方
。

５
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
海
事
代
理
士
そ
の
他
と

く
に
知
事
が
認
め
る
方
で
、

三
年
以
上
に
な
る
方
。

（
出
願
期
限
）

昭
和
3
9
年
1
0
月
3
1
日
ま
で

（
そ
の
他
）

受
験
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は

市
役
所
総
務
課
庶
務
係
へ
。

危
険
物
取
扱
主
任
者

試
験
準
備
講
習
会

十
一
月
十
二
日
県
下
一
せ
い
に

お
こ
な
わ
れ
る
危
険
物
取
扱
主
任

者
資
格
試
験
の
た
め
に
、
準
備
講

習
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

（
と

き
）

1
1月
５
、
６
、
７
日

（
と
こ
ろ
）

萩
市
江
向

萩
市
労
働
会
館
会
議
室

（
申
込
み
）

1
0
月
3
1
日
ま
で
に
萩
市
消
防

本
部
へ
。

（
受
講
料
）

一
人
　
三
〇
〇
円

く
わ
し
い
こ
と
は
、
長
門
市
役

所
総
務
課
へ
お
た
ず
ね
の
こ
と
。

熱
管
理
講
習
会
が
開
催

（
と

き
）

1
1月
1
2日
か
ら
1
4日
ま
で

（
と
こ
ろ
）

宇
部
市
常
藤
一

宇
部
労
働
会
館

（
申
し
込
み
期
限
）

1
0月
3
1日
ま
で

（
申
し
込
み
先
）

山
口
県
商
工
水
産
部
中
小
企
業

課
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工

観
光
課
へ
。

り
よ
う
銃
の
取
扱
い
は
慎
重
に

十
一
月
は
、
狩
り
よ
う
の
解
禁

期
に
な
り
ま
す
が
　

狩
り
よ
う
法

違
反
や
銃
の
暴
発
な
ど
に
よ
る
事

故
が
年
々
ふ
え
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
は
、
と
く
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

り
よ
う
銃
や
空
気
銃
を
持
つ

に
は
、
銃
砲
刀
剣
類
等
所
持
取

締
法
に
基
づ
い
て
公
安
委
員
会

（
警
察
署
）
の
所
持
許
可
が
必

要
で
す
。
譲
り
受
け
た
り
、
交

換
し
た
り
す
る
場
合
も
同
様
の

手
続
き
が
必
要
。

ま
た
、
り
よ
う
銃
は
所
持
許

可
を
受
け
た
本
人
だ
け
し
か
持

つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
　
暴
発
事
故
の
お
こ
る
原
因
は

タ
マ
が
は
い
っ
て
い
る
の
を
忘

れ
て
柱
や
塋
に
立
て
か
け
て
お

い
た
銃
が
、
ち
よ
っ
と
し
た
は

ず
み
で
倒
れ
暴
発
し
た
も
の
、

本
人
ま
た
は
こ
ど
も
が
銃
を
い

じ
っ
て
い
る
う
ち
に
暴
発
し
た

も
の
。
農
夫
や
木
こ
り
を
獲
物

と
ま
ち
が
え
て
発
砲
し
た
も
の

な
ど
、
取
扱
い
上
の
不
注
意
に

よ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

③
　
暴
発
事
故
を
防
ぐ
に
は

イ
銃
は
、
狩
り
よ
う
す
る
場
所

以
外
で
は
必
ら
ず
タ
マ
を
ぬ

い
て
お
く
。

口
銃
に
は
い
つ
も
タ
マ
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、

銃
口
を
や
た
ら
に
人
に
向
け

た
り
、
引
き
が
ね
に
手
を
ふ

れ
た
お
’し
な
い
。

（
銃
は
こ
ど
も
の
手
の
届
か
な

い
安
全
な
場
所
に
保
管
す
る

な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
と

く
に
慎
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
六
月
十
五
日
か
ら
狩
り
よ

う
法
規
の
一
部
が
改
正
さ
れ
狩
り

よ
う
免
許
制
度
が
変
わ
り
、
知
事

は
こ
の
法
律
に
き
め
ら
れ
た
講
習

会
の
課
程
を
終
え
た
こ
と
を
証
す

る
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
者
か
ら

申
請
が
あ
れ
ば
狩
り
よ
う
免
許
を

交
付
し
ま
す
が
、
免
許
が
効
力
を

も
っ
の
は
、
そ
の
免
許
を
受
け
た

県
の
区
域
内
だ
け
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

東
京
五
輪
音
頭
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
ど
う
ぞ

四
輪
音
頭

一
、
ハ
ア
ー
あ
の
日
免
許
証

も
ら
っ
た
時
に

僕
も
う
れ
し
ゃ
　
運
転
手

事
故
を
せ
ぬ
よ
う
に

運
転
し
ま
し
よ
う
と

か
た
い
約
束
　
夢
じ
ゃ
な
い

ヨ
イ
シ
ョ
　
コ
ー
リ
ヤ

夢
じ
ゃ
な
い

法
規
守
っ
て
　
走
り
ま
す

ソ
ーｙ
　
フ
ー
プ
　
フ
ー
プ

走
り
ま
す
・

二
、（

ア
ー
一
歩
ふ
み
出
し
や

交
通
地
獄

右
の
方
か
ら
　
左
か
ら

前
の
方
か
ら
　
ま
た
後
か
ら

車
く
る
く
る
　
ド
ン
ト
く
る

ヨ
イ
シ
ョ
　
コ
ー
リ
ヤ

ド
ン
ト
く
る

チ
ョ
イ
ト
油
断
す
り
や

け
が
を
す
る

ソ
レ
　
フ
ー
プ
フ
ー
プ
で

け
が
を
す
る

三
、（

ア
ー
ス
ピ
ー
ド
出
す
ま
い

酒
飲
み
や
乘
ら
ぬ

路
地
の
出
口
と
　
踏
切
は

一
時
停
車
で
よ
く
見
て
通
る

夜
は
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
ま
了

ヨ
イ
シ
ョ
　
コ
ー
リ
ヤ

照
ら
し
ま
す

交
差
す
る
と
き
や
除
行
し
て

ソ
レ
　
フ
ー
プ
　
フ
ー
プ

走
り
ま
す

四
、（
ア
ー
君
は
右
行
け

私
は
左

交
通
道
徳
　
守
り
ま
し
よ
う

走
る
車
と
　
道
行
く
人
は

対
面
交
通
で
　
事
故
は
な
い

ヨ
イ
シ
ョ
　
コ
ー
リ
ヤ

事
故
は
な
い

交
通
安
全
　
極
楽
だ

ソ
レ
　
ブ
ー
ツ
　
フ
ー
プ

極
楽
だ

料
理
店
、
旅
館
、
飲

食
店
、
バ
ー
な
ど
で
飲

食
料
金
を
お
支
払
い
の

と
き
は
、
か
な
ら
ず
「

公
給
領
収
証
」
を
受
け

と
り
ま
し
よ
う
。

山
口
県
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